
 

 

 

 

 

 

朝晩の冷え込みが厳しくなってきました。学校から見える藤原岳にも雪が降った様子が見

られます。いよいよ、学校はまとめの時期になっています。寒さ等で体調を崩しがちな季節で

はありますが、体調管理をしっかりと行い、元気に登校してください。 

●PTA教育講演会が行われました。 

11 月 30 日(火)PTA 主催の教育講演会が開催されました。今年

は、三重県生涯学習センター所長(元中学校長)の長島りょうがんさ

んをお招きしました。ご参加いただいたみなさん、ありがとうございま

した。話を聞きながら涙を流してみえた方もいらっしゃいました。歌あ

り、トークあり、短い時間ではありましたが、心があたたかくなる講演

でした。「とてもよくわかる講演でした。」「なんだかじーんとくる話でしたね。」「もっと聞きたか

ったです。」などの感想をいただきました。準備や片付けについては、PTA 学年部のみなさま

にお世話になりました。ありがとうございました。この講演には、本校の 5 年生、6 年も一緒に

参加させていただきました。話の概略と子どもたちの感想を紹介します。 

① 些細なことから、お母さんとけんかしてしまった中学生の男の子。そのとき彼は、お母

さんに「死ね」ということばを吐き捨ててしまいます。その夜、お母さんが交通事故で

なくなってしまいます。・・・・省略 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 2枚の動画を見ました。1枚は「家族と離れ離れになったイヌが一生懸命に家族を探し

出会う話」、もう 1 枚は「家族に捨てられ処分場でいのちを奪われていったイヌの話」

でした。 
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 りょうがんさんの話を聞いて、はじめ「バカ」や「死ね」を使っていないし、大丈夫だと思いまし

た。でも、無意識のうちに言った言葉で相手がいやな思いをしているかもしれないと不安にな

りました。 

 「バカ」などのことばを普段から使ってなくても、ついカッとなってしまったときに口から出てしま

うのがこわいなあと思いました。(中略)前に「きもい」などのことばをきょうだいに言って泣かし

てしまったことがあります。自分が怒ったときもその言葉が出ないように今日の講演会を思い

出していきたいと思います。 

 言葉は「最強の刃物」だと感じました。…今まで自分は笑いながら「ふざけるな」とか言ったこと

があるけど、今、相手の気持ちはどうだったのかを考えると、もうこの言葉は言えないです。 

 「そのときの感情で言葉を発するのではなく、その言葉を発する前に考える」ことが大切だと思

った。 

 

 

 ある犬の話。人間から差別を受けているように見えた。犬も人間と同じ生き物なのでどうかと

思う。 

 友だちや親、動物をもっと大切にしていきたいです。犬や猫を捨ててはいけないのは、前から

わかっていたけど、りょうがんさんの話を聞いて、今日もっと深まりました。今から自分は、動

物や人をもっと大事にしたいです。 

 私は動物にも人権がある世の中に変えられるような人間になりたいと思いました。 



③ ひとりにさせない!ひとりにならない!・・・そのためにできることを考えてほしい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子どもたちの感想をみせてもらうと、とてもしっかりと考えられたことが伝わります。残念な

ことに、本校の子どもたちのなかにも、けんかになったり、イライラしたりすると、「ウザイ」「キモ

イ」「死ね」などの暴言を吐いてしまう子がいます。子どもたちのなかには、「『お母さんから、そ

んなことを軽々しく言ったら、その言葉が凶器になるよ。』と言われた。」「『そのことばは、人を

とても傷つけているから、やめなさい。』と叱られた。」という子もいます。ことばが凶器になるこ

とがあります。このように家庭で話をしていただくことは大切なことです。 

さらに、りょうがんさんは「ことばはまだ温度がある。でも、文字には温度がない。」と、SNS

やLINEのやり取りについても気をつけるように忠告されました。「ことばのこと」「文字のこと」

すべてのご家庭で一度、話をしていただければ…と思います。 

●防災たんけん隊(4年)発表会が行われました。 

10 月におこなわれた 4年生「防災たんけん隊」の発表会が行われま

した。「授業参観での発表会」→「地域の方を招いての発表会」→「八郷

西小学校との Zoom での発表会」と 3 回行いました。自分たちが地域

の方と一緒に調べてきたことをまとめ、“どのようにしたらわかりやすい

か”“どうしたら伝わるか”を各グループで何度も話し合いました。 

発表の際は、どのグループもとても上手に発表できました。地域の方

からも、「とても分かりやすかったよ。」「調べたことをきちんとパワーポ

イントにまとめてあったね。」などと褒めていただきました。 

さらに、見に来ていただいた地域の方に、何人かの子どもたちが自

分のことばで自ら「見に来てくれてありがとうございました。」「一緒に回

ってくれてありがとうございました。」と伝えることができました。 

 

 新型コロナウイルス感染症について、また心配なニュースが飛び込んできました。本校でも、以前と同

じように現在も感染対策をしっかりと行っています。「換気」「鼻までマスク」「手指消毒」「パンダ」などで

す。現在、教室も寒くなり、空調(暖房)を利用していますが、換気のため窓は開けています。その点から

席によっては、寒さを感じる場合もあります。以下の点にご留意ください。 

 ジャンバー類の防寒具は登下校で使用します。教室では下着等を着用したり、一枚トレーナー

やセーターなどを増やしたりして、温かさをキープしてください。 

 ひざ掛け等の利用も可です。必要ならば、ご用意ください。(必ず記名ください。) 

 カイロも使用可ですが、使用の際は、記名いただき、使用後はご家庭で処分してください。 

 体育や休み時間のあとは、汗をかいている子もいます。調整できる服装がよいかと思います。 

 「ひとりにさせない・ならない」では、修学旅行の部屋きめのとき、はじめの方、〇〇さんがひと

りになっていて、あのとき声をかければよかったと思いました。・・・今まで、気づいても見て見

ぬふりをしたり、言おうとしても忘れてしまったりしていました。ひとりの人やいじめている人に

がんばって声をかけたいなあと思いました。 

 自分はまだ人権についてわからないことがたくさんあるかもしれません。悪口などで人権を侵

害するかもしれない、自分の不本意な発言で相手の気持ちを概して締まっているのではない

かと不安になりました。・・・これからは、自分のできることを見つけていきたいです。 

 他の人を助けられる、励ませられるような、そんな人になりたい・・・なります。 

 

 


